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(57)【要約】
【課題】紙詰まりを解消するために必要な機構を残した
まま、更なる省スペース化を実現することができる自動
給紙装置を提供する。
【解決手段】紙媒体が通過する第１の通紙路と、第１の
通紙路とは別に設けられ、紙媒体が通過する第２の通紙
路と、少なくとも第１の通紙路の一部を形成する第１の
筐体を開閉可能に軸支する第１の支点部と、少なくとも
第２の通紙路の一部を形成する第２の筐体を開閉可能に
軸支する第２の支点部と、所定の被固定部に固定される
ことにより、第１の筐体および第２の筐体を閉じた状態
で固定する固定部とを備え、所定の被固定部と第２の支
点部とは、共通の部位として形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙媒体が通過する第１の通紙路と、
　前記第１の通紙路とは別に設けられ、紙媒体が通過する第２の通紙路と、
　少なくとも前記第１の通紙路の一部を形成する第１の筐体を開閉可能に軸支する第１の
支点部と、
　少なくとも前記第２の通紙路の一部を形成する第２の筐体を開閉可能に軸支する第２の
支点部と、
　所定の被固定部に固定されることにより、前記第１の筐体および前記第２の筐体を閉じ
た状態で固定する固定部とを備え、
　前記所定の被固定部と前記第２の支点部とは、共通の部位として形成されている
　ことを特徴とする自動給紙装置。
【請求項２】
　固定部は、第１の筐体に設けられ、第２の支点部と共通の部位として形成される被固定
部に固定されることにより、前記第１の筐体および前記第２の筐体を閉じた状態で固定す
る
　請求項１記載の自動給紙装置。
【請求項３】
　第１の支点部は、紙媒体の読み取り部への給紙時に紙媒体が通過する第１の通紙路の上
面を形成する第１の筐体を開閉可能に軸支し、
　第２の支点部は、前記第１の通紙路の下面を形成するとともに、前記読み取り部で読み
取られた紙媒体が反転させられるために通過する第２の通紙路の上面を形成する第２の筐
体を開閉可能に軸支する
　請求項１または請求項２記載の自動給紙装置。
【請求項４】
　固定部は、フック形状に形成され、第２の支点部に掛止されることによって第１の筐体
および第２の筐体を閉じた状態で固定する
　請求項１から請求項３のうちのいずれか１項に記載の自動給紙装置。
【請求項５】
　第２の支点部は、所定の溝部を有し、
　固定部は、突起形状部を有し、該突起形状部を前記溝部に嵌めることによって第１の筐
体および第２の筐体を閉じた状態で固定する
　請求項１から請求項３のうちのいずれか１項に記載の自動給紙装置。
【請求項６】
　紙媒体が通過する第１の通紙路と、
　前記第１の通紙路とは別に設けられ、紙媒体が通過する第２の通紙路と、
　少なくとも前記第１の通紙路の一部を形成する第１の筐体を開閉可能に軸支する第１の
支点部と、
　少なくとも前記第２の通紙路の一部を形成する第２の筐体を開閉可能に軸支する第２の
支点部と、
　所定の被固定部に固定されることにより、前記第１の筐体および前記第２の筐体を閉じ
た状態で固定する固定部とを備え、
　前記所定の被固定部と前記第２の支点部とは、共通の部位として形成されている
　ことを特徴とする複写機。
【請求項７】
　紙媒体が通過する第１の通紙路と、
　前記第１の通紙路とは別に設けられ、紙媒体が通過する第２の通紙路と、
　少なくとも前記第１の通紙路の一部を形成する第１の筐体を開閉可能に軸支する第１の
支点部と、
　少なくとも前記第２の通紙路の一部を形成する第２の筐体を開閉可能に軸支する第２の
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支点部と、
　所定の被固定部に固定されることにより、前記第１の筐体および前記第２の筐体を閉じ
た状態で固定する固定部とを備え、
　前記所定の被固定部と前記第２の支点部とは、共通の部位として形成されている
　ことを特徴とするファクシミリ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動給紙機能を備えている自動給紙装置、複写機およびファクシミリ装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、複写機やファクシミリ装置、スキャナ装置等が搭載している自動給紙装置の小型
化が進んでいる。小型化するメリットするとして、商品性はもとより、部品コストの削減
、部品輸送費や製品輸送費の削減がある。また、小型化する理由の一つとして、環境への
配慮がある。そのため、今後ますます小型化していくことが予想され、省スペースでいろ
いろな機構を盛り込むことが必須の状況となっている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－３５４３２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複写機やファクシミリ装置、スキャナ装置等が搭載している自動給紙装置には、原稿読
取ガラス上で原稿の表面を読み取らせた後に、原稿の表裏を反転させて再び原稿読取ガラ
ス上に搬送し、原稿の裏面を読み取らせる機能を備えているものがある。
【０００５】
　このような機能は、例えば、表面の画像が読み取られた原稿を、排紙トレイ上でスイッ
チバックして再び原稿読取ガラス上に表裏を反転して供給し、裏面の画像を読み取らせる
ことによって実現される。
【０００６】
　上記のような自動給紙装置では、原稿の裏表を読み取らせることができるが、通紙路が
複雑になるため、両面読み取りしないように構成した場合と比較して、紙詰まりが発生し
やすくなる。そのため、紙詰まりした原稿を取り除くために、複数の通紙路の一部を形成
する筐体には、それぞれを回転させて通紙路を開閉させるための回転支点を設ける必要が
ある。また、回転支点を有する各筐体を動作時に固定するために、ロック機構を設ける必
要がある。
【０００７】
　しかしながら、現在の自動給紙装置は更なる小型化が求められているため、この回転支
点と、ロック機構とを別々に設けるために必要なスペースが作り出せない状況である。
【０００８】
　そこで、本発明は、紙詰まりを解消するために必要な機構を残したまま、更なる省スペ
ース化を実現することができる自動給紙装置、複写機およびファクシミリ装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明による自動給紙装置は、紙媒体が通過する第１の通紙路と、第１の通紙路とは別
に設けられ、紙媒体が通過する第２の通紙路と、少なくとも第１の通紙路の一部を形成す
る第１の筐体を開閉可能に軸支する第１の支点部と、少なくとも第２の通紙路の一部を形
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成する第２の筐体を開閉可能に軸支する第２の支点部と、所定の被固定部に固定されるこ
とにより、第１の筐体および第２の筐体を閉じた状態で固定する固定部とを備え、所定の
被固定部と第２の支点部とは、共通の部位として形成されていることを特徴とする。
【００１０】
　本発明による複写機は、紙媒体が通過する第１の通紙路と、第１の通紙路とは別に設け
られ、紙媒体が通過する第２の通紙路と、少なくとも第１の通紙路の一部を形成する第１
の筐体を開閉可能に軸支する第１の支点部と、少なくとも第２の通紙路の一部を形成する
第２の筐体を開閉可能に軸支する第２の支点部と、所定の被固定部に固定されることによ
り、第１の筐体および第２の筐体を閉じた状態で固定する固定部とを備え、所定の被固定
部と第２の支点部とは、共通の部位として形成されていることを特徴とする。
【００１１】
　本発明によるファクシミリ装置は、紙媒体が通過する第１の通紙路と、第１の通紙路と
は別に設けられ、紙媒体が通過する第２の通紙路と、少なくとも第１の通紙路の一部を形
成する第１の筐体を開閉可能に軸支する第１の支点部と、少なくとも第２の通紙路の一部
を形成する第２の筐体を開閉可能に軸支する第２の支点部と、所定の被固定部に固定され
ることにより、第１の筐体および第２の筐体を閉じた状態で固定する固定部とを備え、所
定の被固定部と第２の支点部とは、共通の部位として形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、自動給紙装置において、紙詰まりを解消するために必要な機構を残し
たまま、更なる省スペース化を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明による自動給紙装置の構成の一例を示す説明図である。
【図２】図１に示す自動給紙装置の筐体の構成例を示す説明図である。
【図３】図１に示す自動給紙装置に含まれるロック機構の構成の一例を示す説明図である
。
【図４】図１に示す自動給紙装置のより具体的な構成の一例を示す説明図である。
【図５】自動給紙装置の紙詰まりを解除するために各筐体を開いた状態を示す説明図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。図１は、本発明による自動
給紙装置の構成の一例を示す説明図である。図２は、図１に示す自動給紙装置の筐体の構
成例を示す説明図である。図３は、図１に示す自動給紙装置に含まれるロック機構の構成
の一例を示す説明図である。図１に示す自動給紙装置は、例えば、複写機やファクシミリ
装置、スキャナ装置に搭載される。
【００１５】
　図１、図２および図３に示す自動給紙装置の通紙路１１で紙詰まりが発生した場合には
、紙詰まりした原稿を取り除くために、通紙路１１の一部を形成している筐体２、筐体３
および筐体４を動かして、通紙路１１を露出させる必要がある。
【００１６】
　このため、筐体２には回転支点２１、筐体３には回転支点３１、筐体４には回転支点４
１が設けられており、各筐体は、支点によって軸支されている。具体的には、支点が筐体
を回転可能に支持している。そして、筐体２、筐体３および筐体４を回転させることによ
り、通紙路１１を露出させることができる。このように、開閉が容易な複数の筐体で構成
されていることによって、紙詰まりを解除しやすくなる。
【００１７】
　また、自動給紙装置の動作時に筐体２、筐体３および筐体４を固定するために、筐体２
にはロック機構５を設けている。ここで、筐体３に設けられた回転支点３１をロック機構
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５の受け部として利用することにより、別々に設けた場合よりも省スペース化を実現でき
る。すなわち、本実施形態では、回転支点３１とロック機構４の受け部とを共通の部材で
兼用している。
【００１８】
　次に、本発明による自動給紙装置のより具体的な例について、図４を参照して説明する
。図４は、図１に示す自動給紙装置のより具体的な構成の一例を示す説明図である。
【００１９】
　図４に示すように、自動給紙装置は、筐体２、回転支点２１、筐体３、回転支点３１、
筐体４、回転支点４１、ロック機構５、給紙ローラ６、分離ローラ７、フレーム部品８、
排出ローラ９およびピンチローラ１０を備えている。また、自動給紙装置は、原稿が排紙
時および反転時に通過する通紙路１１と、原稿が給紙時に通過する通紙路１２とを有する
。
【００２０】
　筐体２は、フレーム部品８に取り付けられ、フレーム部品８との接点である回転支点２
１を支点として、回転することにより、開閉可能である。また、筐体２は、通紙路１２の
一部（以下、通紙路１２の上面ともいう）を形成している。
【００２１】
　通紙路１２（具体的には、通紙路１２の一部を形成する筐体３）は、筐体２が回転支点
２１を支点として反時計回りに回転することによって露出される。以下、筐体２が通紙路
１２の一部を形成している状態を、筐体２を閉じた状態といい、通紙路１２を露出させて
いる状態を、筐体２を開いた状態という。筐体２を開いた状態であれば、ユーザは、通紙
路１２から見える箇所に詰まった紙を除去することができる。
【００２２】
　筐体３は、フレーム部品８に取り付けられ、フレーム部品８との接点である回転支点３
１を支点として、回転することにより、開閉可能である。また、筐体３は、通紙路１２の
一部（以下、通紙路１２の下面ともいう）を形成している。
【００２３】
　筐体４は、筐体３が回転支点３１を支点として時計回りに回転することによって露出さ
れる。以下、筐体４を露出させていない状態を、筐体３を閉じた状態といい、筐体４を露
出させている状態を、筐体３を開いた状態という。
【００２４】
　筐体４は、フレーム部品８に取り付けられ、フレーム部品８との接点である回転支点４
１を支点として、回転することにより、開閉可能である。また、筐体４は、通紙路１１の
一部（以下、通紙路１１の上面ともいう）を形成している。
【００２５】
　通紙路１１（具体的には、通紙路１１の下面）は、筐体４が回転支点４１を支点として
反時計回りに回転することによって露出される。以下、筐体４が通紙路１１の一部を形成
している状態を、筐体４を閉じた状態といい、通紙路１１を露出させている状態を、筐体
４を開いた状態という。筐体４を開いた状態であれば、ユーザは、通紙路１１から見える
箇所に詰まった紙を除去することができる。
【００２６】
　なお、本実施形態では筐体４を含む構成例について説明するが、筐体４がなくても詰ま
った紙を取り除くことができる場合には、必ずしも筐体４が構成に含まれていなくてもよ
い。例えば、筐体３が通紙路１１の上面を形成し、筐体３を開くことで通紙路１１が露出
するような構成であってもよい。
【００２７】
　ロック機構５は、筐体２に取り付けられ、自動給紙装置の動作時に筐体２、筐体３およ
び筐体４を固定するために用いられる。ロック機構５は、例えば、筐体３の回転支点３１
に掛止されることによって、筐体２、筐体３および筐体４を固定する。具体的には、ロッ
ク機構５は、フック形状に形成され、筐体３の回転支点３１に引っ掛けられることによっ
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て、筐体２、筐体３および筐体４を固定する。
【００２８】
　給紙ローラ６は、筐体２に取り付けられ、原稿を装置内に送り込むために用いられる。
分離ローラ７は、筐体３に取り付けられ、給紙ローラ６と１対となり、原稿の分離を行う
ために用いられる。
【００２９】
　排出ローラ９は、フレーム部品８に取り付けられ、原稿の排出および反転を行うために
用いられる。ピンチローラ１０は、筐体３に取り付けられ、排出ローラ９と１対として用
いられる。
【００３０】
　次に、本装置において紙詰まりを解除する際の動作について図４および図５を参照して
説明する。図５は、自動給紙装置の紙詰まりを解除するために各筐体を開いた状態を示す
説明図である。
【００３１】
　図４に示す例において、通紙路１１で紙詰まりした場合を想定する。この場合、ユーザ
は、まずロック機構５を解除する。具体的には、ユーザは、ロック機構５を回転支点３１
に引っ掛けた状態から取り外すように動かす。
【００３２】
　次いで、ユーザは、回転支点２１を支点として、筐体２を反時計回りに回転させること
によって開いた状態にし、通紙路１２（具体的には、通紙路１２の下面を形成する筐体３
）を露出させる。
【００３３】
　次いで、ユーザは、回転支点３１を支点として、筐体３を時計回りに回転させることに
よって開いた状態にし、筐体４を露出させる。
【００３４】
　次いで、ユーザは、回転支点４１を支点として、筐体４を反時計回りに回転させること
によって開いた状態にし、通紙路１１（具体的には、通紙路１１の下面）を露出させる。
【００３５】
　以上の動作によって、通紙路１１が露出された状態となるので、ユーザは、紙詰まりし
た原稿を取り除くことができる。
【００３６】
　以上のように、本実施形態では、ロック機構５の受け部と回転支点３１とを一体化して
いる。そのため、紙詰まりを解除するための機構とロック機構とを備えたまま、省スペー
ス化を実現することができる。
【００３７】
　なお、本例では、分離ローラを用いる例について説明したが、必ずしもローラでなくて
もよく、例えば、ゴム板などを用いた分離板などによって同様の機能が実現されていても
よい。
【００３８】
　また、本例では、両面読み取りを行う装置について説明したが、両面読み取りができな
い装置であっても本発明を適用することができる。
【００３９】
　また、本例では、読み取り装置が搭載している原稿の自動給紙装置について説明したが
、これに限らず、例えば、記録装置が搭載している記録紙の自動給紙装置についても本発
明を適用することができる。
【００４０】
　また、本例では、ロック機構５は、フック形状に形成され、回転支点３１に引っ掛けら
れることによって各筐体を固定しているが、固定する方法はこれに限らない。例えば、ロ
ック機構５は、突起形状部を有し、この突起形状部を回転支点３１の溝部に嵌めることに
よって各筐体を固定する構成であってもよい。
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【００４１】
　なお、本実施形態では、以下の（１）～（５）に示すような自動給紙装置の特徴的構成
が示されている。
【００４２】
　（１）自動給紙装置は、紙媒体が通過する第１の通紙路（例えば、通紙路１２）と、第
１の通紙路とは別に設けられ、紙媒体が通過する第２の通紙路（例えば、通紙路１１）と
、少なくとも第１の通紙路の一部を形成する第１の筐体（例えば、筐体２）を開閉可能に
軸支する第１の支点部（例えば、回転支点２１）と、少なくとも第２の通紙路の一部を形
成する第２の筐体（例えば、筐体３）を開閉可能に軸支する第２の支点部（例えば、回転
支点３１）と、所定の被固定部に固定されることにより、第１の筐体および第２の筐体を
閉じた状態で固定する固定部（例えば、ロック機構５）とを備え、所定の被固定部と第２
の支点部とは、共通の部位として形成されていることを特徴とする。
【００４３】
　（２）自動給紙装置において、固定部は、第１の筐体に設けられ、第２の支点部と共通
の部位として形成される被固定部に固定されることにより、第１の筐体および第２の筐体
を閉じた状態で固定するように構成されていてもよい。
【００４４】
　（３）自動給紙装置において、第１の支点部は、紙媒体の読み取り部への給紙時に紙媒
体が通過する第１の通紙路の上面を形成する第１の筐体を開閉可能に軸支し、第２の支点
部は、第１の通紙路の下面を形成するとともに、読み取り部で読み取られた紙媒体が反転
させられるために通過する第２の通紙路の上面を形成する第２の筐体を開閉可能に軸支す
るように構成されていてもよい。
【００４５】
　（４）自動給紙装置において、固定部は、フック形状に形成され、第２の支点部に掛止
されることによって第１の筐体および第２の筐体を閉じた状態で固定するように構成され
ていてもよい。
【００４６】
　（５）自動給紙装置において、第２の支点部は、所定の溝部を有し、固定部は、突起形
状部を有し、突起形状部を溝部に嵌めることによって第１の筐体および第２の筐体を閉じ
た状態で固定するように構成されていてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明は、複写機やファクシミリ装置、スキャナ装置等が搭載している自動給紙装置に
適用可能である。
【符号の説明】
【００４８】
　２，３，４　筐体
　５　ロック機構
　６　給紙ローラ
　７　分離ローラ
　８　フレーム部品
　９　排出ローラ
　１０　ピンチローラ
　１１，１２　通紙路
　２１，３１，４１　回転支点



(8) JP 2012-70268 A 2012.4.5

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

